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【手続補正書】
【提出日】平成19年9月5日(2007.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に従う材料の場合、公知の標準的カソード材料と反対に、Ａ－位置の占有は化学
量論的に不足している。この場合、化学量論的な不足は０．０２～０．０５の範囲で変動
し、その結果例えばランタンおよびストロンチウムの割合は確かに１より小さいが通常は
０．９５より大きい。このカソード材料のプラスの性質はストロンチウムをカルシウムに
またはランタンを他のランタニド類に交換することによって影響されない。本発明のカソ
ードは本発明に従う上述のカソード材料の一種類を含有する。更にこの材料は０．４～１
．０μｍの範囲内、特に０．６～０．８μｍの範囲内の平均粒度を有するカソード中に存
在している。０．８μｍの粒度分布が特に適していた。有利なカソードはＬａ０．５８Ｓ
ｒ０．４Ｆｅ０．８Ｃｏ０．２Ｏ３－δまたはＬａ０．５５Ｓｒ０．４Ｆｅ０．８Ｃｏ０

．２Ｏ３－δまたはＬａ０．７８Ｓｒ０．２Ｆｅ０．８Ｃｏ０．２Ｏ３－δであるが、本
発明で示した残りの組成はこれによって制限されない。本発明の範囲にありそして僅かに
多いコバルト量を有する別の有利な化合物は例えばＬａ０．５８Ｓｒ０．４Ｆｅ０．７Ｃ
o ０．３Ｏ３－δである。この化合物の場合には熱膨張係数が僅かに高いが、電気化学的
性質が上述の各化合物の場合よりもいくらか良好である。同様に銅含有化合物Ｌａ０．５

８Ｓｒ０．４Ｆｅ０．８Ｃｕ０．２Ｏ３－δは特に実際的であることが判っている。酸素
還元挙動に関する材料データは特にこの化合物の場合には正に非常に期待が持てる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　カソードの内の上述の有利な粒度分布は特に特別な製造方法によって可能である。この
場合、２μｍより小さい平均粒度ｄ５０、特に０．６～０．８μｍの粒度ｄ５０を有する
原料（カソード材料）が有用である。ｄ５０－値は粒度分布の平均を意味する。即ち粒子
の数の５０％がｄ５０－値より小さいか等しい。完成カソードの場合には平均粒度の分布
は例えば電子顕微鏡写真の像分析によって測定される。要するに電子顕微鏡写真によって
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評価が可能である。選択されたカソード材料の関係での原料物質の比較的に小さい粒度は
、一般に１１００℃以下にある低い焼結温度を有利にも可能とする。この場合には特に化
学量論的に不足することが高い焼結活性にとって重要である。その結果として、低い焼結
温度は一方においてはそれによって生じる微小構造によって必要なポロシティーをもたら
しそしてもう一方においては有利にも必要な安定性を保証する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　　電解質材料と化学的に相容性がないことおよび高い熱膨張係数であることのために生
じ得る問題はこの場合には一般に次の通り回避される：
－　カソードと電解質との間にＣｅ０．８Ｇｄ０．２Ｏ２－δの中間層を用いる。これは
機械的応力を低減しそして反応成分を空間的に分離することによってＳｒＺｒＯ３の形成
を低減する。
－　Ａ－位置で化学量論的に不足するカソード材料を使用する（ｘ＞０）。例えば比較的
に高い焼結活性のために一般に１１００℃以下のカソード焼結温度が可能である。このこ
とは一方においては熱膨張係数の相違に基づく剥がれ落ちを防止しそしてもう一方ではＳ
ｒＺｒＯ３の形成を伴う、中間層を通してのストロンチウムの拡散を防止する。この場合
、ストロンチウムの拡散はＳｒ排除のものに比較して化学量論的に不足する材料のより高
い安定性によって追加的に阻止される。コバルト含有のおよび特に化学量論的なペロブス
カイトは一般的に化学的に全く安定していない。この材料は反応相手（ここではＹＳＺ）
の存在下にストロンチウムを容易に激減される。この効果はＳｒ除去またはストロンチウ
ムの激減とも称する。
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